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「総研大レクチャー」開催にあたって  

科学と社会的合意形成  

科学が答えを出せること、出せないこと  

長谷川眞理子 hasegawa」nariko＠soken．ac．jp  

総合研究大学院大学葉山高等研究センター教授  

1．指数級数的に発展しつづける科学   

今日から3日間にわたり、各分野の第一線の方々をお招きして、ホットな  

話題で講義をしていただこうと思う。今回の全体テーマは「科学と社会的合  

意形成」であり、科学で答えが出せること、出せないことについて知恵を絞  

って考えていくつもりだが、まず今回の企画の背景について簡単に説明して  

おきたい。  

今日、科学技術の発展の速度は異常に速い。少なくともここ30～40年を見  

る限り、時間とともにリニアに発展していくのではなく、指数級数的に発展  

している。リニアに発展している場合は、今後の発展状況も想像しうるが、  

指数級数的な場合は、どこまで発展していくのか予測できない。   

今から40年前、私が子どもの頃を考えてみよう。当時は白黒テレビが登場  

したばかりで、家庭ではほとんど保有していないため、街角の電気屋さんの  

店先で勤め帰りの人々が群がってプロレスを見るシーンが記憶に残っている。  

また、わが家の最初の「冷蔵庫」は、氷を上段に入れ、下段に食べ物を入れ  

る代物で、溶けてしまえば役に立たないため、毎日氷屋さんが氷を配達に来  

ていた。電話は各家庭にはなく、わが家は社宅住まいだったため、いちいち  

管理人室から呼び出しがかかっていた。東京に初めて首都高速が開通したの   
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